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社会的経済的地位を表わす指標に関する一つの試み

－耐久消費財の保有状況にもとづく階層尺度を中心として－

Anindicatorofsocio-economicstatus：theSocialStratumScaleon

thebasisofpossessionofdurableconsumers，goods

Ｉ階層尺度の概要

市場調査，社会調査などにおいて，社会的経済的地位

を表わす指標としては,従来,所得水準,消費水準などの

経済的要因がおもにとり上げられてきた。かかる内容に

対する社会心理学的接近法としては，Chapinの‘‘Liv‐

ingRoomScale”のように，調査対象の家庭の居間

の飾りつけ，家具その他の状態からその世帯の裕福さを

測定しようとする試みもなされてきており，Greenは

ChapinのLivingRoomScaleを応用して調査対象集

団における潜在クラスを抽出することを試みてしる。

一般に，面接凋査その他において，被調査者に正面か

ら所得や消費の額をたずねる場合には，その回答には，

故意に実際の額よりも少なく答えたり，あるいは多い額

を答えたりするために起る事実とのくい違いや，また，

被調査者が実態を正確に把握していないがための善意の

ひずみなどが，かなり混入しているものと承なされなけ

ればならない③これはかかる質問にとって本質的な性格

を持ち，単純な手段によってはその弊害をとり除くこと

は困難であろう。そこで，何らかの手段をもって，この

ようなひずゑがあまり混入せずに，しかも調査方法とし

ての必要条件を備えるもの，すなわち，質問の内容が単

純で時間的にも負担が少なく，かつ比較的簡単な手続き

で数値化できるような性格を備えた指標を得ることが，

ぜひとも必要となってくる。このことは，調査の方法論

の確立という大きな見地に立った場合にも，その一環と

して意義のあることであろう。また，所得水準，消費水

準のように金額で表わされた指標は，とり扱いには便利

であるが,その意味するところは必ずしも単純ではなく，

－－－－

鮫島史子
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その世帯のⅧ裕福さ〃を表わすには，もっと別の角度か

ら接近する手段もまた必要であると思われる。かかる意

図によって作成されたものが，耐久消費財の保有状況に

もとづく階層尺度である。

戦後における電化製品をはじめとする耐･久消費財の大

規模生産の結果，家庭生活は耐久消費財によって合理化

され，かつ劃一化されてきた。この結果，巨視的立場に

立てば，少なくとも東京都などの大都市に地域を限定し

て考えるとき，個々の世帯の生活構造の差は質的である

よりも，むしろ量的に表示されることが可能であるとの

観が強い。このことは，耐久消費財の側面から見た場合

に，大都市における各世帯の生活に，一般的とみなされ

る生活構造が存在することを意味し，もしもかかる生活

構造に立脚した単一の変量〃の存在に対する数理的な保

証が得られれば，個々の世帯は，そのｙの大きさによっ

て表わされ，それらの世帯相互の、裕福さ'′の量的な比

較が可能となるであろう。かかる一次元の尺度が測定し

ている内容は，耐久消費財が概して相当の価格を持つた

めに，その世帯の経済的条件と密接な関係があるが，価

値観などの心理的要因なども若干のニュアンスを添えて

いるものと考えられ，経済的社会的心理的要因の複合体

としての一つのまとまりを持つものであると桑なしてよ

いであろう。

耐久消費財は，衣，食，住，独楽など生活のあらゆる

側面における欲求を充足するための手段を提供する財・で

ある，しかも個々の財はその名のごとく相当の耐久性を

持ち，また，価格も商いので，需要の側から言えば１回

購入することにより当分はその財の機能にたよって生活

し，同種の新しい財を買わずに済ませようとする傾向が
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持家専用住宅，電気掃除機，応接セット，マ

ットレス

ｂ）冷暖房用器具

ルームクーラー，扇風機，ガスストーブ，電

気こたつ

ｃ）その他

風呂，電話，乗用車

ｉｖ）レジャーに関係のあるもの

テレビ，カメラ，ステレオ，ピアノ，８ミリシネ，

トランジスタラジオ，テープレコーダー。

これらのうち，とくに住生活に関連する暖房用器具

は，和洋折衷の住居様式を考慮に入れて，ガスストーブ

と電気こたつの２項目を設定した。また，冷房用器具

も，ルームクーラーと扇風機の２項目を定めたが，これ

は，現段階ではいまだルームクーラーは特定の室の承を

冷房している状態で，一つの世帯の中では扇風機を併用

するのが一般的であり，また，ルームクーラーの普及率

そのものもきわめて低いためである。

項目同士がとくに高い相関を持つような内因を含む，

という意味は，たとえば，ステレオとＦＭ受信機の関係

である。すなわち，ステレオ装置には同時にＦＭ受信機

を備えているものが多1,,ので，こういう場合は，たとえ

そのどれもが生活にとってそれぞれ大きな意味を持って

いたとしても，いずれか一方をはぶくことにした。

この尺度の一つの特徴は，世帯を単位として社会的経

済的地位を定義しているところにあるが，大都市生活に

おいては，もはや世帯の観念は通用せず，あくまでも個

人が単位となるべきである，という意見も当然出てくる

であろう。たしかに，そのような方向づけが存在するこ

とは事実であり，問題によってはそういう事情を十分に

わきまえなければならない場合があるが，衣食住を中心

とする基本的な生活側面では，いまだに世帯単位の方に

より大きし､比重がかかっていると承なされるので，この

階層尺度においては世帯を位置づけることを日的とし

た。ただしここでいう世帯とは，必ずしも戸籍上の世帯

の観念とは一致せず，具体的な生活場面で生活をともに

している集団を意味する。また，尺度構成の途上におい

ては，１人世帯は特殊な内容を含むものとして，はぶか

れてしる。したがって戸籍上の１人世帯であっても，日

常生活において準拠する家庭がある場合にはその家庭の

尺度値を求めることがしばしば有効である。

生まれるので，この傾向が，かかる意味での一般的な生

活鱗造を保守的にする働きを持つと言える。一方，供給

のがわは，再生産との関係から，大量生産されたもの

をつぎつぎに市場に送りこまなければならないので，財

の耐久年限を待たずに下どりなどの手段をもって新しい

財を普及させたり，いろいろと新規なアイディアを生か

した製品を作り出して消費者の欲求を刺激するなどの手

段をこうじ，これが生活構造の保守性を破懐する働きを

持つことになる。これらの相反する二つの傾向によっ

て，一般的な生活構造は，かなりの保守性を保ちながら

も時間に伴なって徐殉に変化して1,,く形をとると承なし

得る。このように，生活構造そのものが変容していく性

質のものであるために，前述の意図にもとづいて織成さ

れた階層尺度も，生活構造の変容に応じて変化ないしは

修正していくことが可能なような，柔軟性を持つもので

なくてはならない

尺度構成の時点は1962年10月であり，その対象となっ

た標準集団は，東京都の全世帯である，したがって，こ

の階層尺度は，第一段階としてこの時点すなわち'962年

１０月における東京都の一般的な生活構造に立脚したもの

であり，尺度化に必要な情報は，主として，経済企画庁

の外郭団体である国民生活研究所のいくつかの調査資料

から求めた(2)。

耐久消費財の項目の選定については，とくに慎重に事

を運んだ。その選び方の基準は．つぎのように要約され

る。すなわち，

１）社会的経済的地位をよく反映しているとみなされ

るもの。

２）階層のあらゆるレベルにおいて弁別力を高めるた

めに，普及率の値が，まんべんなく散らばること。

３）理論上の制約のため，項目同士がとくに高い相関

を持つような内因を含むものをはぶくこと。

４）保有状況のできるだけ正確なデータがたやすく入

手できるもの。

という４点である。その結果，最終的に25項目の耐久消

費財が選ばれた。これらの項目は衣，食，住，レジャー

などの，生活のあらゆるimに関連しているが，大ざっぱ

に分類するとつぎのようになる。

ｉ）衣生活に関係のあるもの

電機洗濯機，ミシン，和洋ダンス

ｉｉ）食生活に関係のあるもの

電気冷蔵庫，カス湯沸器，電気釜，食堂セット

iii）住生活に関係のあるもの

ａ）直接関係のあるもの

リ
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Ｉ
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Ⅱ尺度の構成法

尺度構成の理論の基礎となったものは，一種の潜在構

～
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造モデルであるが，これは，LazarsfeldがPrinceton

traditionとよんでいる（８）Tucker,Ｌｏｒｄなどのモデ

ルに属する。両者のおもな差異は，後者におし､て潜在変

量〃のほかに，各項目ｉごとに定義された変量鯵iを導入

してしるところにある。１，､ま，ある特定の耐久消費財に

対する態度を考えると，たとえばそれをすでに買って使

用している世帯，また，まだ買っていないがごく近い将

来に求めるべく準備をほとんど完了している世帯，ある

いはその耐久消費財に対して全く無関心な世帯，または

ひじょうに欲しいのだがとうてい買うことのできない世

帯など，さまざまの状態が考えられる。また，たとえば

それが電気洗濯機であれば，同じ保有世帯であっても，

それが単に自動的に回転することがとりえの単純なもの

から，脱水装置，自動汲水装置などの完備した性能の高

いものを備えている世帯まで，いろいろの段階があるで

あろう。このように，すべての世帯について，特定の耐

久消費財に関する態度を語り，それらを互いに比較する

ことが可能である。かかる態度を規定してしる要因とし

て，まず考えられるものは，所得と基礎的支出とのバラ

ンスの上に立つ，経済的要因である。しかし，かならず

しもそれだけによって規定されるものではなく，その耐

久消費財に対する欲求の強さ，その品目を備えることに

よる労働時|H1節減に対する必要度や満足感などの，社会

的，心理的要因も若干のニュアンスを添えているであろ

う。たとえば，かなりのやりくりをして借金をしてまで

も，耐久消費財を揃えようとする極端な例も，じっさい

に存在するかも知れない。また，反対に，経済的ゆとり

は十分にあるにもかかわらず，蓄財にのみ興味をもって

質素な生活を送り，耐久消費財などは買わずに莫大な遺

産を残して死ぬ例もあるであろう。

このような，個々の耐久消費財に対する経済的社会的

心理的要因の複合体である１Ａ義の購買行動を，たとえば

'砿気洗濯機指向性，ステレオ指向性，などと，それぞれ

よぶことにする。以下,耐久消費財の各項目をj,それに

対する指向性の大きさを連続量勿《の大小で表わす。い

ま，２５個の耐久消費財が選定されているので，耐久消費

財指向性も，ここでは25種類定義されることになる。こ

れらの個之の指向性が，単独でその世帯の社会的経済的

地位を表わす指標としての役割を十分に果していると考

えることには，無理があるであろう。しかし，これらの

指向性が，それぞれ独特のニュアンスを加味しながら，

その根底に存在する階層的な状態を反映しているとみな

すことは，１'１然であると思われる。

このような織造モデルを因子分析的な術語で表わせ

ぱ，個々の鋤は単一共通因子ｗと，それぞれの固有因

子efによって成り立ち，この連続量z/がすなわち，階層

尺度が測定する内容なのである。かかる鉛fおよびz/に関

して，つぎの三つの仮定がおかれる。

（１）個々の耐久消費財ノに対して，ある世帯がすで

に狭義の購買行動を起している（すなわち保有し

ている）とし､うことは，その世帯の持つ〃jの値が

臨界値/fを越えていることを意味する。このよう

な臨界値ﾉﾉが存在する。

このことから，ある時点に'おいて，耐久消費財．

ｉを保有しているか否かということは，換言すれ

ば，その惟帯の釦fの値が／＃よりも大であるか小

であるかとし､うことに置き代えて考えられる。

（２）任意の２個の耐久消費財i,ｊに対する指向性”j，

鰯ｊは,標準集団に関して二変数正規分布にしたが

って分布し，その相関係数をγfjで表わすことと

する。

（３）任意の必jとz/は，標準集団に関して二変数正

規分布にしたがって分布し,その相関係数をγiで

表わすこととする。

この尺度の一つの特色は，尺度を構成するさいにおい

ても，また，でき上った尺度をじっさいに使用する場合

においても，分析や推定の手がかりとなるものは，第１

表が示すような，世帯ごとの各項ロに関する保有状況の

みであることにある。この表の○印は，その世帯が該当

する頭目を保有していることを意味し，×印は同じく保

有していないことを意味する。尺度の構成にあたって

は，標準集団から抽出されたサンプル世帯に関するこの

種の情報が尺度化の基礎となり，じっさいに調査でこの

尺度を活用する場合には，調査対象に関するこの種の'情

報がその世帯の尺度値ないしはその世帯の属する集団の

尺度値の分布状況を推定する根拠となる。第１表に示さ

れるような世帯ごとの頂月の保有状況を，以下，保右パ

ターンとよぶことにする。

サンプル世帯に関する保有パターンから，つぎの二つ

の'情報を得ることができる。

１）各項目ｉごとの保有率か

２）各項目を２個ずつ対にした場合の保有，非保有の

四分割度数分布表（四分割表）

仮定(2)から，必然的に碑iの周辺分布は正規型である

ことが導かれるので，各〃ｊの平均値を原点，その分布

の標準偏差を単位と定義して毎ｔの目盛りをきざめば，

鋤は(0,1）型の正規分布にしたがうことになるので，鮒

界値/#については実測保有率ｐｊに対応する正規値をも

一：-Ｊ密画墜令江
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第１表 ﾉiの値は，第２表に示されている。ただし，これらの基

礎となった資料は，この尺度を作成するために行なわれ

た調査の結果ではないので，項目によってはいくつかの

資料を参考にしてこの時点におけるｐ#の値を推定する

ぼかはなかった。第２表のかの値のうち，（）の中の

ものは，このような数値である。

各項目を２個ずつ対にした場合の四分割表の例は,第３
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ってその推定値と承なすことができる。

すなわち，

Ｒ=蒜I;‘-芋‘鯵‘ （１）

で表わされるＰ『の代りに実測値かを代入して，/iの推

定値を求めるのである。このようにして求められたかと
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第４表第３表

住宅

ﾁ/１－γX２

持家専用

乞邑：‐

Ｚγ2２

の形をとり，パラメーター“,肋はそれぞれ

／ノ
（５）α↓＝－

γＺ

う売琴』'１蔓|“､|非縁“｜計

によって求められることが，仮定(3)より導かれるので，

これらのパラメーターの値は，(5)，(6)式によってγi,ル

の値からたやすく求めることができる。第５表は，この

ようにして求められたαf,〃jの値を各項目ごとに示した

汽
費財項'三１

‐
１
１

ルームク ､５５８フ

Pw,)=急所IL..‘-竺綴‘’（４）

風

（６）
。グノ！

γｆ

仮定(3)より導かれるので，

，(5)，(6)式によってγi,ル

.６３３ピ

Ｉ
ﾗ戸し

770670100保有

釜 ､６０７

和洋タ ､５１１ス

6j＝

ﾐ／

電 気

ビア ､７１５

ネ

522

１

504

８猟シ

1８非保有
､６２５シ ご／、

.７１１

ﾌーーフーレ．

沸器ガス湯

乗用

648

電気洗 濯機 ､７５０1,292１，１７４118計

トランジスタ 689

､６９１

ｒ１

Ｌｊ

カ メ

ラジオ

車

フグ

649

レオ

表に示される。かかる四分割表は，すべての対の数，す

なわち(ず)=300種類だけ導かれるわけである｡この四
分割表にもとづいて，２変量鋤と〃ｊとのテトラコリッ

ク相関･係数γ〃を求めることができる(6)。その結果の

(30×30)の相関マトリクスＲにもとづいて，主因子解

法による因子分析を行なって第４因子までを抽出した結

果の固有値ｽ,‘の大きさは,ス,＝11.34,ス2＝1.11,ス3＝0.64,

ﾉ１４＝0.59であることが明らかとなり，ノi,の大きさに比べ

てス２以下はひじょうに小さかった。すなわち，

ス,＞ｽ2ニス3＝ｽ4＝０（２）

がほぼ成立するとみなし得たわけである。このことは，

個々 の⑱fは，単一共通因子〃と固有因子ciiとによる一

次式，すなわち

鋤＝γ#z/＋cfeボ（３）

によって表わすことができることを意味するので，始め

に予想された一般的な生活構造の存在が保証されたこと

になる。このγfは〃'と!/との相関を表わし，〃は(0,1）

型の正規分布にしたがうものとみなされている。γfの値

は第４表に示されている。

これらルと淀の数値をもとにして，ｙをある一定

の値に固定した場合に各項目ｉが保有される条件付確率

Ｐ{〃y）を求め，これをもとにして各世帯の尺度値の推

定，あるいは，世帯の集団の尺度値の分布の推定が行な

われるのである。このＰ{Ｗ）を，以下,項目特性関数，

または，項目特性曲線とよぶが，これはTucker，Ｌｏｒｄ

などのoperatingcharacteristic，または，itemchara‐

cteristiccurve，Lazarsfeldのtracelineに相当する

ものである。

この条件付確率Ｐ{〃z/）は,正規累積曲線,すなわち，

機 ､７０７扇 風

670
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－－－マー

ものである。これらの数値が算出されたので，項目特性

関数Ｐ{j/"）も各項目ごとに導かれたことになる。これ

らのパラメーターのうち，α‘はその項目の保有の条件付

確率をｙの関数として表わした場合に，保有の確率がち

ょうど０．５となるzﾉの値を意味し，また，６Ｊは，項目特

l‘曲線の傾斜の大きさを左右する値である。αiの値が広

性範囲にわたってまんべんなく分散していればいるほど

社会学研究科紀要7４ 第４号lI1964

この尺度は階層のあらゆる部分にわたって弁別力が高く

なり，また，ｊｆの値が小さければ小さいほどその項目の

"＝αj附近における弁別力が高いことを意味するので，

この二つの条件を充たすことが，尺度として好ましい条

件を備えることになる第５表のαi,6,の数値は，これ

まで(0,1)型の正規分布をなすとして話を進めてきたz/

の原点と単位を，尺度を使用する上の便宜のために(40,

52)型となるように11盛りなおしたのちの数値である。

したがって，標準集団の約95％の世帯の尺度値が30～５０

のあいだにあることになるが，αjの最小のものはほぼ３０

に近く（テレビの30.45)，その最大のものは50をかなり

越えており（ルームクーラーの56.20)，その他の数値は

これらのあいだにほぼ均等に分布してし､る。この尺度

が，基準時点においての象ならず，それ以後においてよ

り多く活用されるべき性質のものであることを考えると

き，αzのこの分布の状況は，所期の目的にかなったもの

であると言えよう。

第５表

扇風機

7．４５

3８．７５

財卵卸二堂｜“ 6ボ

5６．２０

4．９０

＝

3０．４５ 6.10テ レピ

5２．３０ビ アノ

４．９５51.10

2９．９０ 8．４０和洋ダンス

８船シネ

６．００52.35ガス湯沸器

3６．００ 6．２５シン

5.9050.40テープレコーダー

５．８５

電気洗瀧機 3７．６０ 4．４０

０ 50.25乗 用車

ステレオ

3８．２５ 5．２５カ メラ

4１．８０

５．５５48.75

４．１５

42.50

ガスストーヴ

5．００

46.55応接セツ卜

38.85 8．３０電気こたつ

５．０５46.90食堂セツト

4１．１０電気冷蔵庫 蜘
一
砥
一
判

マツトレス ４．９０

6．５５

持家専用住宅

44.85

ⅡＩ尺度値の推定

調査結果を分析する|｣的で階層尺度を使用するさいに

は，大ざっぱにいって二通りの場合が考えられる。その

一つは，個々の世帯の階胴尺度値を推定しようとする場

合であり，他の一つは，何等かの意味を持った世帯の集

団の尺度値の分布状況を探ろうとする場合である。前者

の目的の場合には，尺度値の推定にさいして最尤推定法

を適用するために考案された項目スケール，ｚノスケール

などを使用してごく簡単な加算を行なうことにより個々

の世帯の尺度値を推定することができる。後者の目的の

場合には，そのデータの持つ情報の量や性質，および，

分析にあてられる費用の多少などに応じて，いくつかの

方法が適用される。

（１）各世帯の尺度値の妓尤推定法

ｉ）推定値の導き方

この推定の根拠となる情報は,すでに説明したように，

個々の世帯の保有パターンである(第１表参照)。尺度値

z/を固定した場合に，その尺度値を持つ世帯が項目ｉを

保有する確率Ｐ("z/｝は(4)式によって与えられている

が，この場合に，それらの世帯が項目ｊを保有しない確

率をＱ{j/"｝とすれば

Ｑ{"z/}＝ｌ－Ｐ(i/z/）（７）

が成立し，Ｑ{j/g）もＰ(i/ｙ）と同じくｚ/の連続関数であ

り，後者が〃の狭義の単調増加関数であるので，前者は

ｙの狭義の単調減少関数となる。個々の保有パターンα

について，保有されて1,,る項目の集合をＧ，保有されて

41.35風 呂

5．１０

Ｏ
Ｂ
■
■
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■
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匡
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いなし､項目の集合をＧで表わせば，〃が単一共通因子で

あることから，〃の値を固定した場合に保有パターンα

が起る確率‘{α/z/）は，

，{α/z/}＝ⅡⅡＰ("z/)Q{ｊ/y）（８）
ｊＥＣｊＥＧ

をもって表わすことができる。この’{α/y}は，やはり

z/の連続関数となり，しかも，この値を最大にするｙの

値は，保有パターンが全項目について○，および，全項

目について×である特殊な２事例を除けば，その他の

(225-2)種類のすべての保有パターンについて，それぞ

れただ１個のみ存在し，このときの，{α/y）の値は，ま

た，唯一の極大値であることが証明できる(証明略)。こ

のときのzﾉの値を最尤推定値(2)と名づけ，’で表わす

ことにする。また，その世帯の属する集団の〃の分布に

ついての情報が得られている場合には，その確率密度を

岡とすれば

'{α/z/}＝恥×‘{α/I/）（９）

なる？(α/Z/)を最大にするZ/は，恥がuni､modelであ

ればすべての保有パターンについてそれぞれただ１個の

み存在し，このときの〆α/z/）の値は，また，唯一の極

大値であることが証明できる(証明略)。このときのりの

値を，最尤推定値(1)と名づけ，、をもって表わすこと

にする。

(8)式の‘{(rﾉﾝ)の対数をとってこれをz/で微分すれば，

烏!｡g'(α")=愚籍器十烏:器（'0）
が得られる。また，(9)式の〆α/z/｝の対数を〃で微分

すれば，

烏'･…)=愚与t器十島淵十名
（11）

が成立する。したがって,‘{α/"）あるいはや{α/z/}を般大

にする〃の値は，すなわち('0)式あるいは('1)式の右辺

の値を０とする〃の値である。αの種類は225というぼう

大な数にのぼるので，この一つ一つに対してこれらの値

を計算しておくことは事実上不可能であるので，各項目

ごとに淵占溌よび淵lの値を引算して表に
したものを準備し，保有パターンに応じて必要な数値の

みをその都度加算することにする。これらが項目スケー

ルとよばれるものである。第６表はピアノの項目スケー

ルを例としてあげたもので，項目番号に○印のある側の

数値が淵Ｉ,×即のぁ為側の数順が柵；であ
る。絶対値があまり大きい場合は，じっさい上ほとんど

第６表

項日スケールの例（ピアノ）

0１．０ Ｉ

‐電由÷

○２４ Z／

死

０
１
２
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５
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７
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０
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０
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０
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０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
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３
３
３
３
３
３
３
３
３
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４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

１１
１
１

９
９
９
９
９
ｓ
９
９
９
９
ｇ
ｖ
ｖ
ｖ
ｒ
ｖ
ｒ
，
ｖ
ｖ
ｖ
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
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Ｏ
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８
Ｌ
９
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Ｉ
Ｏ
６
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Ｌ
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８
１
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６
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９
Ｖ
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Ｚ
Ｉ
Ｏ
６
８
４
９
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ｖ
８
Ｚ
Ｉ
Ｏ

０．Ｚ

×
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ては○印の側の数値を，保有して

し､なし､項目については×印の側の

数値を使用して，それらの数値の

合計がもっとも０に近１，､場合の〃

の値をｊと承なすわけである，’

は，前述のように，その調査対象

の属する集団の〃の分布について

の情報をまったく用いていない

が，もしもこのような情報すなわ

ち島が知られており，しかもそ

れがuni-modalであれば，推定

尺度値としてはｊよりもシを用い

るほうがより望ましい。このため

には，項目スケールのほかに，

Ｆ１／

-7可を表にしたz/スケールが必
要となる。もしもZ/が("z,ぴ2)型

の正規分布をなしているとみなさ

れる場合には，

島踊=-￥鰯('2）
であるので

島，
－＝－些些（'3）
Ｆ１，び２

が成立する。第７表は，Ｚﾉが正規

分布にしたがって,しかも〃z＝44,

ぴ＝５の場合のZノスケールを例示

したものである。項目スケールに

このような〃スケールを加えて，

数値の合計がもっともＯに近い場

合のz/の値をシと拳なすわけで

ある。

ｉｉ）妓尤推定値’を用いた調

査結果の分析例

このようにして推定された階層

尺度値をじっさいに用いた例とし

て，筆者が参加した昭和37年度の

経済企画庁委託調査(2)の研究の

一部を紹介する。この調査におい

ては，東京都の家庭の主婦84名を

第４号１９６４

対象として，衣食住レジャー等のあらゆる側面から，そ

の消費生活に接近を試承ることが目的とされたが，その

中で，２５項目の耐久消費財につ！‘,ての保有，非保有をた

ずねており，各対象ごとに第１表の例が示すような保有

パターンが求められてしる。これらの保有パターンにも

とづいて算出された’の値を，ここでは’１で表わすこ

とにする。',はこの洲査結果の分析においてし､ろ１，､ろの

側面に活用されているが，ここでは，とくにその一部と

して，主婦の消費生活においてある意味での関係枠

(frameofreference）をなすと承なされた「親しいお

宅」との関係を分析した部分をとりあげることにする。

調査票の中では，とくにつぎのような設問がなされてお

り，調査対象の保有パターンとは別に，２５項目の耐久消

費財に関する「親しいお宅」の保有パターンが求められ

ている。

Ｑ36．あなたがもっとも親しくつき合っているお宅を

一軒考えてぶてください。そのお宅には次のよ

うな品物のうち,どれとどれがあるでしょうか。

（一つ一つの有無をきく。有り＝○印，無し＝

×印，わからない＝ＤＫ）

この質問の結果をもとにして得られた「親しいお宅」

の’の値を，ここでは’3をもって表わすことにする。

ここで注目すべきことは，’3の値は，必ずしもその世帯

の実態を表わす指標とは一致せず，調査対象たる主婦に

知覚された(perceived)その「親しいお宅」の生活水準

を表わす指標，すなわち一種のイメージを意味すること

である。また，自分の家庭について回答する場合とは異

るので，項目によっては，ＤＫと答えられるものがいく

つかあることが当然予想される。この場合には，推定に

さいして，項目スケールの中からそのＤＫと答えられた

項目のスケールを省いた上で加算を行なえばよいのであ

り，このようにしても，推定の根拠が減るだけで，同じ

意味を持つ’の値を推定することになるのである。こう

いうことが可能である点が，この推定法の１つの長所で

もある。じっさし､にはＤＫと答えられた項目を１個以上

含む事例は84票中の約20％にあたる17票にすぎなかっ

た。しかし，その中には，２５項目中の18項日を保有と答

え，他の７項目のすべてについてＤＫと答えている特殊

な１例があったので，この票の承は除外して考察を進め

ることとする。

第８表は，調査対象自身の世帯の尺度値＃,と，その

｢親しいお宅」の尺度価'3の度数分布を表わしたもので

ある。この表から，全体的に，「親しいぉ宅」の尺度値

のほうが，調査対象自身の世帯の尺度値よりもわずかに

社会学研究科紀要7６

使用することがないので，計算を省略してある。このよ

第７表うな25枚の項目スケールを準備し

Ｚ/スケールの例て，凋査対象の保有パターンαに

”J＝４４ 応じて，保有している項目につい
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鯛
一
郎

と知覚された食生活の勾配とは，かなりのプラスの相関

があることが暗示されている。

以上が階屑尺度航と知髄された食生活との関係である

が，さらに，（'３－ｼ,）の値を，調査対象の階層帰属感お

よび被調在老によって知覚された「親しいお宅」の帰属

階層と関連づけた考察を紹介する。これに用いられた設

問は，次のとおりである。

Ｑ３．あなたのお宅は生活水準からいって上,中の上，

中の中，巾の下，下の上，下の下のどれに入る

と思いますか。（ＳＡ）

リスト２

１．上，２．中の上，３．中の中，４．中の下，

５．下の上，６．下の下，７．わからない。

Ｑ39．そのお宅は生活水準から１，､って上，中の上，中

の中，中の下，下の上，下の下のどれに入ると

思いますか。（ＳＡ）

リスト２０

１．上，２．中の上，３．中の中，４．中の下，

５．下の上，６．下の下，７．わからない。

この結果，いずれか一方の問に対して、わからない蝋

と回答された事例を省く80票について，調査対象と「親

しいお宅」との心理的勾配を，次の５項目に分類した。

α2：上向型２中の中～上のように，「親しいお宅」

を自分の家庭より２段階上に染ている事例

α,：上向型１同じく１段階上にゑている事例

６：同列型「親しいお宅」と自分の家庭とを同列に

１

１

度逼Ｉ

’

､剣酋哩.‐

|｜計尺
二
分

３６３７３８３９４０４１４２４３４４４５４６４７４８４９５０５１５２５３５４５５５６５７

１

１

１
１

'３の度数分

高い傾向があることが伺われ，これらの主婦の関係枠と

して，ｎ分たちよりやや生活水準の高1,,世帯があること

が推察されるのである。この側係はさらに，（'３－',)の

値を各対象ごとに求めてふると,いっそうはっきりする。

そのさいに．この階層尺度の測定内容を探る目的をもか

ねて，つぎの三つの要因をかね合わせて集計を試ゑた。

その一つは，これら両世帯の知覚された（Perceived）

食生活の勾配との関係である。これについての設問はつ

ぎのとおりであった。

Ｑ４１．お宅の食事にくらべて，そのお宅の食生活はど

のくらいだとお考えになりますか。（ＳＡ）

リスト２２

１かなり高い２やや高い

３同じくらい４やや低い

５かなり低い６わからない

７その他（）

この結果，１から５までのいずれかを回答した81票につ

いて，（j3-jl)の値との関係を表で示せば，第９表とな

る。この表の縦の合計柵を見ればわかるように，（'３－

j,）の値がマイナスの事例，すなわち，「親しいお宅」の

尺度値のほうが低し､と認知されている事例は18例にすぎ

ないが，その逆に('3－'1)がプラスである事例は52例の

多くをかぞえている。また，館９表によって明らかなよ

うに，食生活の差がかなりあると象なされている４事例

については，（'3－'１)の値もプラスの４から９という大

きな値を示しており，全体的にみて階層尺度の測定内容

第

」
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やや低い １１１ ２ １１ ７

かなり低い ０

計 １２１１４３６ 1１ 1０８２１１５３６３２１００００１ 8１



４
’
４
’
２

－

Ｆ
７
ｌ
ｌ
６
ｒ
ｌ

社会学研究科紀要第４号１９６４

第１０表

7８

１
１
１
．
‐
１
１

●

8０

言~

'''１，… ||ョ

２２１１１３１２

－５－４－３－２－１ ６７８９１０１１１２１３１４１５７－６

１１ 2４１

Ｃｌ

６ 3７

０
１
■
０
▼
▲
巳
７
６
《
且

１
１

Ｉ
ら
▼
』
■
■
｜
■
■
ロ
ロ
９
１
０
‐
Ｌ
■
■
７
０
７
▲
■
■
■
●
山
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
｜
■
■
画
■
■
Ｏ
Ｌ
｜
■
■
ロ
■
汀
１
１
ｐ
０
且
■
■
０
凸
Ｏ
１
Ｖ
Ａ
Ｐ
０
０
Ｖ
０
Ｌ
■
■
■
ｒ
‐
昼
■
■
ロ
ロ
ワ
‐
’
□
一
一
一
口
一
宮
宮
．
』
一
一
一
一
一
一
一
一
”
●
●
●
●
，
，
‐
・
■
■

ふている事例

ｃ,：下向型１中の上～中の中のように「親しいお

宅」を自分の家庭より，１段階下にみている事

例

ｃ２：下向型２同じく２段階下にゑている事例

このような「心理的勾配」と（'３－j,）の値とを対応さ

せたものが，第１０表である。この表の横の合計が示すよ

うに，これらの結果のほとんどは上向型ないしは同列型

に属しており，下向型はきわめて少なかった。この中で

も上向型２については，（ｊ３－ｊ,）の値はすべてプラスの

値を示しており，このI~心理的勾配｣と階層尺度値の差が

かなりのプラスの相関を持っていることが暗示されてい

る。このことを言い換えれば，階層帰属感に関する「心

理的勾配」を規定している要因の一つとして，階層尺度

値を考えることができるとも言えるであろう。

以上，簡単ではあるが，個盈の世帯の階層尺度値を推

定した調査結果の二つの分析例について説明してきた。

これらの分析例は，さきに説明したように，衣食住レジ

ャー等のあらゆる側面から，主婦の消費生活に接近しよ

うとする試象の中で，心理的な勾配をとり扱ったものの

一部であった。’あるいはシの活用方法についてはこの

ほかにも数多く考えられるが，紙数の都合上，ここでは

割愛して，次の集団の分布の位置づけに話を進めること

にする。

（２）集団の分布の位置づけ

ｉｉ）分布の確率密度Ｐ("）の導き方

個々の雲世帯の階層尺度値を求める場合とは異なって，

世帯の集団についての尺度値の分布状況を知ろうとする

ためには，尤度が最大でな（,､〃の値についてその保有パ

ターンが存在する確率密度をも考察に入れる必要がある

ので，前述の、ある！‘､は’の求め方とはおのずから異な

ったｙの推定方法が必要となってくる。しかしながら，

保有パターンのすべてについて‘{α/zﾉ}あるいは？{α/z/｝

を導くことは事実上不可能であり，また、調査結果の各

票を保有パターンごとに分類して度数分布表を作成する

ことも，その種類が多いために，一般には不可能である

ので,保有パターンを保有個数ノごとにgroupingして，

ｖの値を固定した場合に25項目のうちのいずれかr個を

保有してその他の(25-ｵ)佃を保有しない条件付確率

P("z/｝を導き，このＰ("zﾉ）を媒介として尺度値の分布

を求める方法がとられる。いま一つの方法は,'分布の型

がほぼ知られている場合，とくにそれがほぼ正規型に近

いものとみなされている場合に，調査対象集団に関する

各項目の保有率灘，および，各項目を対にした場合の

テトラコリック相関係数γ＃をもとにして，その分布の
パラメーターを推定する方法である。後者については，

紙数の都合上，ここでは割愛して，もっぱら，前者につ

いて説明することにする。

Ｐ{"ｼ｝をもとにしてz/の分布状況を推定するにさい

しては，少なくとも２とおりの方法が考えられる。〃は

連続量であるが,じっさいに計算を行なう場合には,これ

を適当な間隔をもって区分し，これに対する非連続的な

代表値を定めた上でとり扱うことになる。これをりたで

表わし，調査対象集団の尺度値が恥を代表値とするカ

テゴリーに属する確率をＰ(りん）で表わせば，調査対象集

団のなかで保有個数がオ佃の世帯が起る確率Ｐ{/}は，

７７Ｌ

Ｐ(2)＝ＺＰ(zﾉ庵)P(r/Ｕｋ）（14）
北＝１

によって求められる。ただし，”zはzﾉのカテゴリー数を

示す。調査対象集団の世帯数を”とすれば，保有個数メ

に関する理論度数Ｇ(ｵ)は，

Ｇ(ｵ)＝”×Ｐ(/）（15）

によって求められ，〃kを代表値とするカテゴリーに属す

る世椛の理論度数α"肺)は、

１２２３１３１ １ 1４

計
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Ｇ(z/肱)＝”×Ｐ(z/臆）（16）

によって求められる。したがって，（14)，(15)，(１６)式か

ら，
刀Ｌ

Ｇ(/)＝ＺＧ(z/k)P(ｊ/z/k）（17）
ん＝ｌ

が成立する。し､ま，保有個数オにつ1,,ての実測度数を

9(ｵ)とすれば，最小自乗法を適用して
２５ 打６

２Q＝Ｚ(9(ｵ)－ＺＧ(z/k)P(ｵ/z/k})２（18）
ｄ０ｆｆ＝０脆＝１

で表わされるＱを定義して，このＱを最小にするＧ("k）

を求めることにする。（18)式から，

－６QL＝畠(,(‘)-ｚＧ("P{//yk}）
、

ＯＧ("‘）‘=０ｋ=，

（－Ｐ(ｵ/恥))＝０（19）
２５

囚，(/)P(//ys）
』＝０

１肌 ２５

＝囚Ｇ("ん)ＺＰ{//zﾉﾙ}P(""N｝（2()）
ｋ＝１ｔ＝０

が得られるので，Ｂ‘とｃｓｋとをそれぞれ
２５

Ｂ８＝Ｚ９(ｵ)P(//"s）（21）
ｄＧｆ８＝０

２５

ＣＭＩ＝国Ｐ(ｵ/"A:)P(//１/鼠）（22）
〔1㎡Z＝0

を定義-すれば，
７７C

BS＝ＺＧ("脆)C3随 （23）
ＭＥ＝１

が成立する。Ｂ８およびＣｓ庵の値は(21)，(22)式が示すよ

うに９(ｊ)とＰ("z/,t）とから直接に求められるので，（23）

式は，加個の未知数Ｇ(z/k)を含んだ沈個の連立方秘式

を表わしている。Ｂ３を列ベクトルＢ,Ｃｓ彪を("z×")の

マトリクスＣ,Ｇ("k)を列ベクトルＧをもって表わせば，

(23)式は

Ｂ＝CＧ（24）

と書き代えられる。したがって,求める列ベクトルＧは，

Ｇ＝Ｃ－'Ｂ（25）

をもって得られるので，ｃの逆マトリクスＧ１さえ求め

られれば，求める列ベクトルＧもたやすく得られること

になる。しかしながら，この方法によってＧを求めるに

は，一般に，電子計算機の助けを借りなくては無理であ

ろう。

手計算でＧを求める場合には，Ｐ("zﾉｨ）をもとにして

逐次近似による方法をとることができる。保有個数ノと

ylI:との二次元的確率をＰ(ｵ,z/k）とすれば，

Ｐ(ｵ,〃ん}＝Ｐ(z/脆)P{"z/脆）（26）

が成立する。さらに,保有個数オを固定した場合の恥の

条件付確率Ｐ("kﾉﾉ）は，

…)一謡染（27）
によって得られるので，このＰ(zﾉﾙ"｝と，保有個数jfに

関する実測度数9(ｵ)から，Ｇ(z/脂)の推定値9("k)は
２５

，(z/k)＝zcI(ｵ)P("Aw/ｊ）（28）
ｔ＝０

をもって求められる。したがって，（26)式のＰ("ん）の代

りに何等かの近似値をあてはめて(28)式の，("脆)の第一

近似を求めてこれを9,(りん)とすれば，

柵誌,,(”（29）
によるＰｈ{恥）を(26)式のＰ(恥）の代りに代入して同じ

操作をくり返し，以下，同様にして逐次近似によって

9(”を求めるのである。

ｉｉ）集団の分布の位置づけの例

この方法を凋査結果の分析に応用した実例として，同

じく経済企画庁の委託調査の一部として筆者が行なった

研究例を二つ紹介する(2)(3)。

（ａ）階層帰属感と尺度値の分布との関係

前節にあげたＱ３と同様の質問を東京都の690人の被調

査者に対して行ない，これらの対象を階層帰属感別にク

ラス分けして，これら小集団の尺度値の分布の確率密度

P("｝を推定した結果は，第１図に示されるとおりであ

った。ただし，この場合は，前節のＱ３と異なって，「中

の中」は選択肢に加えられておらず，また，とり上げら

れた耐久消費財の項目も，館５表に＊印のつけられた１７

項目の承であった。階層帰属感として「上」と答えたの

は調査対象中ただ１人であり，また「下の下」と答えた

者もわずか20名であったために，これらのＰ("）は，「中

の上｣(94名)，「中の下｣(351名)，「下の上｣(189名)の３層

についての承求められた。この図によって明らかなよう

に，尺度値の分布は「下の上｣，「中の下｣，「中の上」の

第１図
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第１１表 差が認められた。このことは，この調査結果に関する限

り，「中の下」層が調査対象全体を代表する性格を具え

ていることを暗示する一つの事実であると言えよう

（ｂ）「ぜいたくではなし､が，満足できる生活」

この調査では，被洲在者に，「ぜ！,､たくではないが満足

できる生活」をおくるためには，最低どの耐久消費財が

必要であるかをたずねて、前述の17項目から持家専用住

宅を除いた16項目の中から選ばせている。この結果をも

とにした被調査の「ぜI‘,たくではなし､が満足できる生

活」のイメイジ，すなわち願望水準における尺度値の分

布を,前述の階層帰属感による各層ごとに求めた結果が，

第２図から第４図に示されている（破線が実態水準の度

数分布g(yk)，実線が願望水準の度数分布9*(zﾉk)を表わ

す)。これらの図の示す実態水準9(”と願望水準〆(”

との差は，「中の下」の場合が危険率５％で有意，「下の

上」の場合が危険率０．５％で有意で，いずれも願望水準

のほうが高くなっており，「中の上」の場合には有意差が

認められなかった(いずれもコルモゴルフ･スミルノフの

方法より導いたx21十側検定による。以下同様)。この結

果から，これら調査対象のうち，階層帰属感が「中の上」

の人右はほぼ自分たちと同ていどの階層尺度値の水準の

生活を「ぜいたくではなし､が満足し得る生活_ｌとみなし

ており，「中の下」の人々は自分たちよりやや上の水準

Ｉ

明
一
一
体

階層帰属感|中の上|中の下|下の上|下の下|不明

（

マーー

’
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下の下 34.75 ３．５９

順に高いほうに移行しているが，全体的にみてかなり重

なり合っている。これらの分布の平均値と標準偏差の値

を求めたものが，第11表である。「下の下」から「中の

上」へと意識水準がしだいに上昇するにつれて，平均尺

度値がやはり上昇してし､る。さらに，「下の上｣，「中の

下｣，「中の上」の三つの小集団が，それぞれ同一の母集

団から抽出されたランダム・サンプルと承なし得るか否

かについての，コルモゴルフ・スミノフの方法から導い

たX2検定の結果は，危険率0.5％でいずれの組承合わせ

についても有意差が認められた。このことは，各層とも

にz/の広い範囲に分布していても，やはり意識水準の順

位通りに各層が位置づけられていることを示すものと言

える。標準偏差の値が，意識水準の上昇とともに大きく

なっていることも,興味深い傾向といえる。このことは，

意識水準が高くなればなるほど，実態の上での散らばり

が大きくなっていくことを暗示してI'､る。言いかえれ

ば，相対的に，実態水準が高いにもかかわらず下の層に

属すると思ってし､る人は少し､が，その逆に，実態水準が

低し､のに上の層に属してし､ると思ってI‘，る人たちは多

いという傾向がみられるのである。

これらの調査対象全体の尺度値は，平均値が39.80,

標準偏差が4.83のほぼ正規分布をなしているが，各層ご

との尺度値の分布について，全体からのランダム・サン

プルとみなし得るか否かのコルモゴルフ・スミルノフの

方法による検定結果は，第12表に示されるとおりであっ

た。この表によって明らかなように「中の下」層(およ

び｢不明」層)を除いては，いずれも１％の危険率で有意

４．８３3９．８０

１
１

3８．９９

第３図（中の下）

全

不
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ついて説明してきた。かかる意味での近代化された生活

構造が確立したのは第２次大戦後のことであり，したが

って，階層尺度が作成されるような状態になったのも，

比較的履近のことである。このような計器を活用するこ

とにより，調査技術に何等かの進歩をもたらすことが，

筆者の意図であった。現状では周知のように，乗用車だ

けをとり上げてゑても，日本とアメリカあるいはヨー１コ

シバ諸国とを比較すればその普及率にかなりの差が見ら

れ，したがって，生活構造の質的な差もいまだにかなり

大きいものとゑなされる。しかし，近い将来に，乗用車

の急速な普及などとあいまって，日本における生活構造

が一段と近代化されたあかつきには，このような階層尺

度を一つの計器として，生活椛造および生活水準の国際

比較などが，より充実した形で行なわれることも可能で

あろう。

196Zjli4j」

｛690栗）

1961年２ﾘ１

（823躯） 蛾､鈴
Ｐへ｡

Ｉ

社会的経済的地位を表わす指標に閃する一つの試拳

１
１

第５遡図

を，「下の上」の人々は自分たちよりさらに上の水準を，

同様にみなしていることが推論される。しかし，これら

の願望の水準を各層ごとに比較した結果は，「中の上」と

｢巾の下」の間に有意差は認められないが，「下の上」は，

｢中の上｣，「中の下」のいずれと比較しても危'倹率１％で

有意差を示して低くなっている。すなわち，「下の上｣屑

の願望水準は，実態水準とのへだたりにおいては他の二

つの場合よりもさらに大きいが，他の層の願望水準と比

べた場合にはより低I,､ことを意味している。

調査対象全体の実態水準と願望水準の分布を推定した

ものが，第５図の左の部分である。これによって明らか

なように，全体としてみた場合，これらの被調査者は自

分たちよりやや上の生活をもって「ぜいたくではなし､が

満足できる生活」とみなしているわけである（コルモゴ

ルフ・スミルノフより導いた〃2片側検定の結果，危険

率０．５％で有意)。これを同じ第５図の右がわの図と比

較すると，興味深い事実を知ることができる。この結果

は,約２年後(22ケ月後)に行なわれた別の調査結果(3)に

もとづいて，同様の分布を25項目の耐久消費財の保有パ

ターンをもとにして求めたものである。前者における調

査対象が一般の成人であったのに対し，後者における調

査対象は家庭の主婦に限られており，その点が異なるの

で一概に比較できないが，後者の結果は実態水準と願望

水準とがほとんど一致していることを示している。しか

し，願望水準そのものは２年前のそれよりも上っている

ので，仮に対象の質の差の影響がそれほど大きくないも

のと考えれば，このことは，２年間の時間の推移に伴な

って，東京都の人々の生活に対する満足度が上昇したこ

との一つの証拠と承なすことができるであろう。

×××

以上，簡単ではあるが，、l久消費財の保有状況にもと

づく階層尺度の内容の紹介と，そのいくつかの適用例に
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